
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹奏（ダンプレ）の部活動中にお伺いしました。皆様に国際ガールズデーのお話をさせていただいて

ご理解学部統一行動；“キャッチ！SOS キャンペーン 国際ガールズデーの活動としましてこの度 池田高

校を得たうえで STOP DV と書いたキャンペーンボードを持って私達の活動にご参加してくださいまし 

（池田高校吹奏楽部は 2014 年 11 月日本財団学生ボランティア賞を受賞されております）プログラム 

委員長宇佐見幸代「音楽が生きていく力♫」池田高校吹奏楽部 副部長さんよりメッセージを頂きました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 青森県立むつ工業高等学校の文化祭においてキャッチ！SOS.DV のパネル展示.並びにお客様への 

アンケ－ト.DV チェックをお願いしました。むつ高 JRC の生徒さんを交えてお客様をお迎えしました。 

ソロプチミストの活動がお客様に理解していただけた様です。 

東北 6 県・北海道のソロプチミストクラブでは 3 回の国際デーに合わせ女性の心と

身体が発信するＳＯＳをキャッチしようと、昨年に引き続き統一行動を行います。 

SI 帯 広 

SI む つ 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 初めて山辺駅前にて行動。ピンクのジャンバ－着用・朝 8 時に集まり、間もなく上・下線電車が同時刻

到着を待ち、高校生を中心に「ﾃﾞ－ﾄ DV に NO！メッセ－ジ入り」ティッシュを配り、啓発行動実施。 

学校前の配布よりはるかに忙しく、あっという間に終了になる。しばらく、この場所で継続活動する事に

なりました。（6 人参加、ティッシュ 100 個） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 S クラブ所属の新庄東高校でデ－ト DV 防止の広報活動を行いました。山形新聞の記者の方もいらして 

くださり地域蘭に載せていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI 山 辺 

SI 新 庄 



 

 

 

 

見が廣文館高等学校にｷｬｯﾁ SOS ｷｬﾝﾍﾟｰﾝのチラシ配布を依頼し 11 日配布いたしました。 

10 月 11 日の国際ガールズデーに先立ちまして、当ソロプチミスト石巻サン・ファンのプログラム委員長 

木村幸前年度も同様に行いましたので、趣旨に賛同して チアリーディング部ピーナッツ〝Ｓ〞クラブ

会員が男子も含む新入生約 200 名に DV 防止のパンフレットを配布しました。担当をしてくださる奥山先

生からは、「今回、リーフレット配布活動を行い、改めて男女は公平でなければならないのだと感

じました。将来のことなどまだまだわかりませんが、働くときやプライベートの時でも互いに尊

重し合える関係を作っていこうと思いました。」との感想を頂戴しました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国際ソロプチミスト米沢では、米沢中央高校 S クラブのメンバ－と共に学園祭の会場で、交際ガ－ルズ 

デ－統一行動“キャッチ SOS”キャンペ－ンとして、メッセ－ジカ－ド入りのポケットティッシュ 

300 個の配布を行いました。学園祭には、大勢の来場者があり、世代を超えたアピールとなりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キャッチ SOSキャンペ－ンボ－ドとチラシ入りポケットティッシュを・美唄尚栄高校に持参し.学校の 

生徒会役員の皆様に渡し デ－ト DV防止を呼びかけ全生徒に配布するようにお願いしました。 

 

 

SI 石巻サン・ファン 

SI 美 唄 

SI 米 沢 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 16 日、SI 仙台のスポンサークラブの宮城学院女子大学 YWCA シグマ・ソサエティに助成金贈呈を

行いました。一年間取り組んだ活動や今年度の活動計画の報告がありました。 

また、10 月 11 日の「国際ガールズデー」に合わせて統一行動：“キャッチ！SOS”キャンペーンを紹介し、

「ストップ！デート DV 」などについて話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI釧路アミﾃｨ 

 

 

 

 

 

 

SI 仙 台 

SI釧路アミﾃｨ 



 

 

8 月 23 日(水) 8 月例会のΣ・S クラブ 2017 年度助成金贈呈式並びに合同活動報告会の際に DV のリー

フレットを配布し、「デート DV に NO！と言いましょう」のボードを 5 校の女子学生達に掲げてもらい、

啓発活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2017 石狩さけまつり」の会場において、チャリティーバザーを開催し、お買い上げのお客様に 

「デート DV 防止」等のメッセージカード入りのティッシュを手渡しアピール致しました。 

会場にはポスターも展示し、国際ソロプチミストの活動もアピール致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI 石 狩 

 

 

 

 

 

 

SI 釧路アミティ 



 

 

2017 年 10 月 25 日（水）福島県立船引高等学校において、「国際ガールズデー」の意図を説明してから、

キャンペンボードに、女子生徒が考えたメッセージを書いてもらいました。高校生らしいメッセージが 

集まりました。同時に、若者のデート・バイオレンス啓蒙キャンペーンのチラシも配布しました。 

女子生徒 15 名、国際ソロプチミスト田村会員 4 名が参加して統一行動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夢を拓く；女子中学生の為のチャリアサポ－トを市内「よろ－な」にて開催し、終了後各中学校より 

20 名、大学生 3 名、ロールモデル 9 名、SI 会員 21 名 計 53 名で SOS キャンペーンを実施しました。合

わせてデ－トＤＶなど暴力防止の啓発も行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI 名 寄 

 

 

SI 田 村 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 士別東高等学校に出向き.国際ガ－ルズデ－の説明、 暴力には NO！という強さを持ちましょうとお話をして

参りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI 旭川の会員でもあります、旭川宝田学園主催のフレンドシップコンサートの会場入り口で、 

「DV 防止カード」を配布いたしました。旭川明成高等学校“S”クラブの生徒さんにもご協力頂き、 

たくさんのお客様に配布することができ DV 防止啓発活動と国際ガールズデーのアピールをすることが 

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI 士 別 

SI 旭 川 



 

 

国際ガ－ルズデ－に統一行動 SOS キャンペ－を実施いたしました。市内 2 校の女子高生を対象に、 

デ－トＤＶクイズを行い「いやと言う勇気をもとう！」の啓発活動を致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子高生のキャリアサポートの取り組みで、郡山女子大附属高等学校さんとの茶話会において、 

当クラブ会員の女性弁護士がスピーチの最後に、日頃は女性の相談をよく聞くようにしている。デート DV

のような何か不安があれば勇気をもって相談してほしいと訴えた。この茶話会の前日にはデートクイズを

見てもらっており、生徒さんに理解しやすい内容の広報活動となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI 登 別 

SI 郡 山 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

当日は「国際ガ－ルズデ－」に合わせて姉妹クラブの SI 北見会員と合同で街頭啓発を実施しました。 

自作のパンフレット・キャッチフレ－ズ入りのティッシュを配り、デ－トＤＶ防止等の呼びかけを行ない

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI 紋 別 

SI北見みんと 

市の社会福祉協議会に於いて女性職員に国際ガールズデイについて説明し、キャンペーンの 

パンフレット、しおりを配布し、出入りする女児や女生徒への声掛けをお願いした。また、10 月例会時

に会員でボードを掲げ、キャンペーン意識を高め合った。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は北見の 2 クラブ合同で、北見市内のまちきた大通ビル前を中心に、ストップ！デート DV!をキャッ

チフレーズに、町行く人々へ女性への DV 防止を呼び掛ける街頭啓発を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SＩ 十和田 

SＩ 北 見 

10 月 18 日の例会にて統一行動の内容を再確認し、会員各々が思いを記したメッセ－ジカ－ドを

掲げた写真を撮影して、国際ガ－ルズデ－に対する認識を高めました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SＩ 帯広みどり   

SＩ ルンベル旭川   

 9月 30日「バリアフリ－おもちゃ博」にて会員手作りのオレンジリボン 100 個を配布。10月 30 日、 

旭大高吹奏楽部Ｓクラブの生徒がキャンペ－ンボ－ドにそれぞれの思いを記入し写真撮影。当クラブの 

チャリティ－コンサ－ト会場にそのキャンペ－ンボ－ドを貼り、啓蒙活動を行いました。 

 

今年も昨年に引き続きＪＩＣＡ研修員との交流「One-dayおもてなし」を行いました。Sクラブの生

徒、クラブ会員大勢６２名でパークゴルフ、バーベキューをして交流しました。“キャッチ！SOS”の

キャンペーンの写真全員で写しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SＩ 札幌ﾉｲｴ  

SＩ 鶴 岡  

鶴岡北高等学校.鶴岡東高等学校.加茂水産高等学校.庄内農業高等学校の生徒さんと茶話会をした際 

「キャッチ！ＳＯＳキャンペ－ン」のパンフレットをお渡ししながら内容を説明し“ＤＶはＮＯ”のカ－ドを 

持っていただき啓発活動をしました。 

 

 

「キャッチ！SOS キャンペーン」第 1 回目「10 月 11 日 国際ガールズデー」〈デート DV に NO！〉の

活動を行ないました。男女交際での言葉による虐待、精神的身体的性的虐待等防止のためのキャンペ

ーンを行ないました。札幌市「デート DV 防止パンフレット」とクラブ作成の「オレンジリボン入り

ティッシュ」を配布後に、キャンペーンボードを持って、参加学生とともに写真を撮影しました。 

 



 

 

10 月 11 日国際ガ－ルズデ－に恵庭駅にて通勤.通学の時間 8.30～1 時間写真のティッシュペ－パ－200 個 

配布致しました。新聞記事ですが新聞社で取材が重なって来ていただけませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

いわき駅前にて３クラブ合同（いわき・いわき中央・マリンいわき）で朝７：３０より通勤通学の市民や
学生に「勇気を持って NO!」と言いましょうのちらしの入ったポケットティッシュを配り、啓発活動をしま
した。その際、ソロプチミストのジャンパーを着て首か首からメッセージカードを下げて行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SＩ 恵 庭 

SI いわき中央 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI 久 慈 

ＳＩ 気仙沼 

気仙沼市民会館大ホ－ル（1.200 名入場）にてさだまさしコンサ－トがあり、入場入り口にてＳＯＳキャ

ッチのチラシとティッシュを配布した。地域の活動の場に心を向け メディアに関心を呼び込みつつ今

なも奉仕活動に務めて参ります。 

 

  

10 月 10日 ＳＩ久慈の“チャリティ－コンサ－ト＆バザ－”を開催し 11月 14日Ｓクラブ認証予定の 

高校生にＤＶストップのティッシュを入場者に配布して頂き「交際ガ－ルズデ－」のキャンペ－ンボ－ドで

アピ－ルしてもらいました。1 日早い”ガ－ルズデ－“でしたが笑顔で頑張ってくれました。 

 



 

 

 

SI 酒田では、「国際ガ－ルズデ－」にあたり 山形県立・庄内総合高等学校を訪問し.防止を呼び掛ける趣

旨を説明しました。当日 リ－フレットとティッシュを配布しながら、一人一人にデ－トで DV があった時

はリ－フレットの電話番号に電話をかけてほしいと呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

音更高校の生徒会メンバーとデート DV について話し合いの場を持ちました。音更町の協力を得て 

462 名の生徒にデート DV パンフレットを配布することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ＳＩ 酒 田 

SI おとふけ 
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SI 八 戸 

SI かみのやま  

多くの人達が集まる市産業まつりにおいて、「国際女性デ－」乳がんの早期発見につとめましょうと、 

プラカ－ドを持って ポケットティッシュにネ－ミングを記したものを手渡しました。 

上山市明新館高等学校の生徒さんにお手伝いしていただきました。 

 

9 月 3 日 市内中心街で、市民を対象にチャリティーバザーを開催。同時に「国際ガールズデ－」の啓発

活動として「キャッチ！SOS キャンペーン」ロゴ入りのポケットティッシュ 300 組を作成し.女性の心と

身体を大切にする事を呼び掛けながら配布しました。 



 

 

 

「国際ガ－ルズデ－」に因み、デ－ト DV 防止活動のためのチラシを作成、シグマソサエティの３大学、 

Sクラブの 4高校に各 100 枚の配布をお願いしました。その他、公民館、コミニュティセンタ－、計 28ヶ

所に配布、掲示を依頼しました。山形市立商業高校では、井関校長先生、Sクラブ担当の伊藤先生、Sクラ

ブの生徒さんに手渡しし、山形新聞の取材を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 7 日、釧路公立大学学園祭において、ＤＶ防止のキャンペーンを行いました。当日は、多くの学生

や地域の方々に、釧路市作成のデートＤＶについての冊子やグッズを使い、啓発活行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI 山 形  

SI 釧 路  



  

 

330 名のお客様をお迎えして、チャリティ－コンサ－ト開催。 

共演者と共に DV 防止キャンペ－ン運動を致しました。お客様にも PR 活動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「S クラブとソロプチミスとの集い」の際、連盟作成資料(DV クイズ、若者向け、親向けの啓発文書)、

相談窓口を記載したカードなどを配布し、デート DV について説明した。その後参加者でメッセージボード

を掲げ写真撮影を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI 仙台アイリス 

SI 札 幌 



  

 

今年も『夢を拓く』茶話会との同時開催とし、20 名の女子中学生を囲み、物語仕立てに作成した冊子を見

ながらのワ－クショップを行いました。日本は「痴漢注意！！」だけど海外は「痴漢するな！！」教育や

概念の違いも発見。有意義な会となりました。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10 月 11 日（水）国際ガ－ルズデ－の早朝、SI いわき・SI いわき中央・SI マリンいわき３C 合同、参加会

員 10 名がいわき駅前にて行き交う市民に、女性や児童に対する暴力、虐待防止の啓発ポケットティッシュ

を配布し街頭 PR を行ないました。 

 

 

 

 

  

SI 函 館 

SI いわき 



 

  

  

 

SI 喜多方 

10 月 29 日にチャリティバザーにおいて広く地域の皆様に知って頂くために、国際ソロプチミストの 

女性に対する暴力撤廃の啓発活動を説明し社会全体で、防止することの意味とソロプチミストの支援活動を 

ＰＲしキャンペーン内容をディッシュケースの中に入れ配布致しました。また、チャリティバザーでの 

ふれあいをもとに参加、支援して頂いた皆様に、感謝と共に女性に対する暴力撤廃の活動内容を理解して 

頂けた事に満足と勉強の成果を確認致しました。 



 


